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（1）　�日本における中国産ほうれんそうの
位置付け

2016年におけるわが国のほうれんそう
の供給量は約29万トンに達しており、そ

のうち国産品が24万7300トンで85％を
占める一方、輸入品が４万2495トンで
15％を占めている（図１）。輸入は生鮮品
もわずかにあるが、ほとんどが冷凍品であ
る。

主要国の野菜の生産動向等

調査情報部

１　中国

わが国のほうれんそう供給量のうち、輸入品の占める割合は15%で、そのほとんどを中
国産が占めている。今月号では、中国の主産地の一つであり、日本向けの輸出が多い山東
省を中心に、ほうれんそうの生産動向等を紹介する。
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図１　日本のほうれんそう供給量（2016年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」、財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0709.70-000、0710.30-000

近年の冷凍ほうれんそうの輸入量は、毎年
５～７％程度の伸び（約3000トン増）で着
実に増加し、国内供給の不足分を補っている。
日本国内では、外食・中食など業務用需要が
堅調に増加していることに加え、食の簡便化
により、家庭内でも冷凍食品が多く利用され
るようになったことから、冷凍品を中心に輸
入量が増加しており、その伸びは中国産が牽

引し、輸入品のうち約95%を中国産が占めて
いる。中国以外の輸入先国は、台湾、ベトナ
ムなどのアジア諸国となっている。（図２）。

なお、2017年の冷凍ほうれんそうの平
均輸入価格は１キログラム当たり161円
で、年間を通じて、ほぼ安定的に推移した。

本稿中の為替レートは１元＝ 18円（2018
年４月末日ＴＴＳ相場：17.59円）を使用した。

海外情報
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（２）生産動向

中国全土でのほうれんそうの作付面積は
約60万ヘクタールとされ、野菜作付面積
の約５％を占めるとされている。なお、中
国全体のほうれんそう収穫量は明らかでは
ない。主産地は山

さん

東
とう

省のほか、黒
こく

龍
りゅう

江
こう

省
などの東北地区、河

か

南
なん

省、河
か

北
ほく

省、広
かん

東
とん

省
である（図３）。中でも山東省は、日本向
け冷凍ほうれんそう輸出の主力地域となっ
ている。山東省のほうれんそうの主産地は、
濱
ひん

州
しゅう

市および荷
か

澤
たく

市（注）が二大産地となっ
ており、その他、済

さい

寧
ねい

市や泰
たい

安
あん

市なども挙
げられる。

2017年における山東省のほうれんそう
収穫量は約60万トンで、前年比で28%増
となった。

なお、山東省での出荷規格は、草丈が
20 ～ 30センチメートル程度となってい
る。

注：�中国では、大きい行政区分から順に、「省級（省、
自治区、直轄市など）」、「地級（地級市、自治

州など）」、「県級（県、県級市、市轄区など）」
などとなっている。濱州市および荷澤市は地
級市である。

山東省のほうれんそうの作型は、主に春
播
ま

き、秋播き、冬播きの３種類であり、春
播きと秋播きは露地栽培、冬播きはハウス
栽培が行われることが多い（図４）。その
中でも、８～９月に播

は

種
しゅ

し、10~11月を
中心に収穫される秋播きが最も多く、作付
面積の65%を占める。

また、山東省では、ほうれんそうとすい
かで輪作される場合が多く、秋播きほうれ
んそうを11月に収穫し、冬越えの後、翌
年３月にすいかを作付けるのが代表的な生
産体系の一つとなっている。

主な品種は、デンマークの種苗会社が開
発した「名門」「豪問」「三連冠」などが使
用されており、べと病抵抗性や多収性のも
のが好まれている（表１）。

なお、山東省の隣の河南省での播種、収
穫時期は、山東省より約10日早い。
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図２　日本の冷凍ほうれんそうの国別輸入量

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0710.30-000
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図３　中国のほうれんそう主産地

図４　山東省のほうれんそうの生育ステージ

資料：聞き取りにより機構作成
　注：�本図は、播種・収穫が最も集中する時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも実際には行われているとみら

れる。
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資料：聞き取りにより機構作成

山東省を拡大



61野菜情報 2018.6

直近３年間の山東省の生産動向を見る
と、2015年は、秋播きの収穫期に冷害に
見舞われたため、収穫量が低水準となった。
2016年は、秋播きの播種期である８月に
豪雨被害を受けたため、収穫量は２年連続
で前年を下回った（表２）。

2017年は、前年の好調なほうれんそう
相場を受けて、大規模農家を中心に作付面
積を拡大したことや、天候が良好で単収も
回 復 し た こ と か ら、 収 穫 量 は 前 年 比
27.7%増の60万トンとなった。

（３）　生産コスト

山東省における大規模な露地栽培の生産
コストについて2014年と2017年を比較
すると表３の通りとなる。

2017年のほうれんそうの10アール
当たりの生産コストは、4650元（8万

3700円）で、３年前の2014年より３
割上昇している。

内訳は、生産コストの多くを占める土地
代と人件費でそれぞれ３割および５割増と
大幅な上昇が見られたほか、種苗費の増加
も見られている。近年の生産コストの増大
が、大きな課題として浮上してきた。

表１　中国産ほうれんそうの主な品種および特徴
品　種
【開発国】 特　　徴

名門　（Ｆ１品種）
【デンマーク】

・　べと病レース 1〜 13抵抗性の春、秋播き種。
・　葉肉は厚く、葉色は濃緑色で光沢があり、外観に優れる。

豪門　（Ｆ１品種）
【デンマーク】

・　べと病レース 1〜 14抵抗性の春、秋播き種。
・　葉肉は厚く、葉色は濃緑色で光沢があり、外観に優れる。
・　葉柄はしなやかで折れにくいため、作業性に優れる。

三連冠　（Ｆ１品種）
【デンマーク】

・　べと病レース 1〜 13抵抗性の春、秋どり種。
・　葉色は濃緑色で収量性に優れる。

双�喜　（Ｆ１品種）
�【デンマーク】

・　べと病レース 1〜 13抵抗性の春、秋どり種。
・　葉色は濃緑色で光沢があり、外観が優れる。

全能　（Ｆ１品種）
【デンマーク】 ・　春、秋どり種で、葉肉は薄く、収量性に優れる。

緑神　（Ｆ１品種）
【デンマーク】

・　秋 ~冬どり種で、葉肉が厚く、葉色は濃緑色。
・　耐寒性が強く、越冬栽培も可能。

黒葉「帝沃 9号」�（Ｆ１品種）
【デンマーク】

・　ベと病レース 1〜９、11〜 14抵抗性の冷涼地の夏どり種。
・　葉肉は厚く、葉色は濃緑色で光沢があり、収量性に優れる。

資料：聞き取りにより機構作成
　注：�「べと病」はカビが原因で発生し、葉に斑点が現れ、次第に枯れる病害。「レース」は、べと病の病原体のうち、抵抗性ほうれんそうの品

種に対して病原性の異なる種類。

表２　山東省のほうれんそうの作付面積、収穫量および単収
作付面積（万 ha） 収穫量（万トン） 単収（トン／ 10a）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

2014 年 3.5 － 63 － 1.80 －

2015 年 3.3 ▲�5.7％ 50 ▲�20.6％ 1.52 ▲ 15.6％

2016 年 3.4 3.0％ 47 ▲�6.0％ 1.38 ▲��9.2％

2017 年 3.9 14.7％ 60 27.7％ 1.54 11.6％

資料：聞き取りにより機構作成
注：単収は収穫量を作付面積で除して算出。四捨五入の関係から、項目間の計算において、誤差が生じることがある。
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（４）価格動向

近年の山東省のほうれんそうの卸売価格
を見ると、春播きの収穫期である５月前後
と、秋播きの収穫期である11月前後に低
水準となり、収穫期が終わると上昇すると

いうサイクルとなっており、年間を通じて
８月前後が最も高値となる（図５）。　

一方、冬まきの収穫期は２～３月頃であ
るが、２月は旧正月により需要が高まるこ
とから、比較的高い水準となっている。

（５）国内向けの消費動向

山東省で収穫されたほうれんそうの８割
以上は、中国国内に仕向けられる。主な出
荷先は、北京、天津などの大都市や近隣の
河北省であり、一部は南京や上海にも供給
されている。

ほうれんそうは、中国人の食生活の中で

日常的に利用される食材の一つである。油
で炒めたり、ゆでた後に和えものや麺にの
せたりして、食するのが主流である。

中国国内でほうれんそうの消費が最も多
い時期は、毎年12月から旧正月に当たる
2月頃とされている。なお、同時期に出荷
されるものは、栄養価が高いとされている。

表３　ほうれんそうの10アール当たり生産コスト（山東省濱州市）

項目 2014 年
（元／ 10a）

2017 年
（元／ 10a）

2017 年
/2014 年比
（増減率）

円換算
（円／ 10a）

円換算
（円／ 10a）

土地代 1,275 22,950 1,650 29,700 29.4％
種苗費 420 7,560 630 11,340 50.0％
肥料農薬費 600 10,800 660 11,880 10.0％
資材費 150 2,700 150 2,700 0.0％
農機具費 150 2,700 150 2,700 0.0％
人件費 900 16,200 1,350 24,300 50.0％
その他 60 1,080 60 1,080 0.0％
合計 3,555 63,990 4,650 83,700 30.8％

資料：聞き取りにより機構作成
　注：１元＝18円で円換算している。

図５　ほうれんそうの卸売価格の推移（山東省）
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資料：山東済南七里堡野菜総合卸売市場
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（６）　輸出動向

中国の冷凍ほうれんそうの輸出量は、
年々増加傾向で推移しており、2017年に
は約７万8600トン（2012年比48.1%増）
であった。そのうち、日本向けは４万
3468トン（同50. ６％増）と全体の55%
のシェアを占め、次いで米国向けが２万

3982トン（同73.1%増）となっており、
両国向けで全体の85%のシェアを占めて
おり、両国向け輸出の拡大が、輸出量全体
を押し上げている（図６）。なお、日本向
けに冷凍ほうれんそうを輸出する企業は、
中国政府から資格を取得する必要があるが
現在、資格取得した企業の多くが山東省に
集中している。
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図６　中国の冷凍ほうれんそうの国別輸出量

資料：「中国海関」

（７）　今後の課題

最近の中国のほうれんそう生産の主な課
題としては、次のような点が挙げられてい
る。

ア　急速な生産コスト上昇に伴う生産の合
理化の必要性
近年の急速な土地代と人件費の上昇によ

る生産コストの増大が、生産者の収益性を
悪化させる状況にあることから、生産の合
理化の必要性が強まっている。大規模農家
においては、一部の作業工程で機械化の導
入が進んでいるが、中小規模農家では、す
べての作業工程が手作業となっている。こ
のような状況から、一層の機械化による効

率化のため、政府は農機具導入の支援措置
を行っている。

イ　新品種の開発・改良技術の脆弱性
中国の新品種の開発・改良技術力が脆弱

であるため、生産者のニーズが高い耐病性
品種の開発ができず、輸入品種に依存せざ
るを得ない状況となっており、種苗費の増
加を招いている。

ウ　自然災害からの影響回避
ほうれんそうの作付けは、春播き、秋播

き、冬播きの３種類があるが、成長期に冷
害や水害などのたびに、ほうれんそう農家
は大きな被害にあってきた。これらを極力、
回避していく工夫が必要とされている。
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（１）　�ブロッコリー、レタスおよびセルリー
の生産・輸出動向等

ア　ブロッコリー
（ア）　作況

モントレー郡北部に位置するゴンザレス
では３月上旬から、また、同郡北部のサリ
ナスでは３月中旬からブロッコリーの収穫

が開始された。
４月19日時点で供給量は堅調に推移し

ており品質も良好の見通しである。
なお、本稿中のドルはすべて米ドルであ

り、為替レートは１米ドル110円（2018
年4月末日ＴＴＳ相場：110.35円）を使
用した。

２　米国

米国からは、日本への輸出が多いブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ）（以下「セ
ルリー」という）について、それらの主産地であるカリフォルニア州の生産動向などを現
地報道等を基に報告する。また、トピックスとして、アマゾンによるホールフーズ買収の
米国野菜生産者への影響について紹介する。

インペリアル郡

サンタバーバラ郡
ベンチュラ郡

モントレー郡

 

図１　カリフォルニア州の地図

資料：機構作成

米国農務省全国農業統計局（USDA/
NASS）によると、全米の9割を生産する
カリフォルニア州における2017年のブ
ロッコリーの収穫面積は、4万8158ヘク

タールと前年比2.5％減少した。生産量は、
多雨による土壌のぬかるみなどの影響によ
り、同10.8％減の86万3635トンとなっ
た（表１）。
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（イ）　全米生産者価格
2018年２月の全米の生鮮ブロッコリー

の生産者価格は、減産により高値であった
前年からの反動で前年同月比47.1％安の1
キログラム当たり0.63ドル（69円）と大
きく値を下げた（表２）。

生産地の１つであるインペリアル郡のイ

ンペリアルバレーの価格を見ると、１～２
月中旬は１カートン当たり６～ 8.25ドル

（１キログラム当たり0.58 ～ 0.79ドル（64
円～87円））で推移したが、寒気と雨の影
響を受けた供給量の減少によって、２月末
は 同11 ～ 14ド ル（ 同1.06 ～ 1.35ド ル

（117円～149円））と約２倍弱へ上昇した。

（ウ）　日本向け輸出動向
2018年２月の日本向け輸出量は、前年

同 月 の2.3倍 と な る2345ト ン と な り、
2016年11月以来15カ月ぶりに2000ト
ンを超えた（表３）。日本では、昨秋以降
に発生した長雨や低温の影響により、国産

野菜の価格が高騰した影響で、米国からの
調達が進んだものとみられる。また、輸出
額は、輸出量の増加を受け、前年同月比
91.4％増の263万5000ドル（２億8985
万円）となった。

表１　カリフォルニア州のブロッコリーの生産概況
（単位：ヘクタール、トン、トン /10a）

2015 年 2016 年 2017 年 前年比
（増減率）

作 付 面 積 47,753 49,776 48,562 ▲ 2.4%

収 穫 面 積 46,944 49,372 48,158 ▲ 2.5%

生 産 量 ー 968,415 863,635 ▲ 10.8%

単 　 収 2.02 1.96 1.79 ▲ 8.6%

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）「Vegetables�2017�Summary」（2018 年２月公表）
　注：2015 年の生産量については記載なし。

表２　全米の生鮮ブロッコリーの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017 年 2018 年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月

生産者価格 1.19 1.56 2.11 1.82 1.11 1.12 1.37 1.81 1.47 1.21 0.89 0.99 0.63
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表３　米国産ブロッコリーの日本向け輸出動向
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月

輸出量 1,027 559 723 1,528 1,960 1,295 1,995 1,221 1,065 1,486 1,177 1,606 2,345
輸出額 1,377 797 905 2,234 2,675 1,694 2,517 1,587 1,156 1,784 1,407 1,936 2,635
単　価 1.34 1.43 1.25 1.46 1.36 1.31 1.26 1.30 1.09 1.20 1.20 1.21 1.12

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/FAS�GATS�Database）
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イ　レタス
（ア）　作況

３月下旬からモントレー郡サリナスで
は、レタスの収穫を開始している。また、
４月上旬、サリナスバレーでは豪雨に見舞
われた影響で収穫がわずかに遅れ、生産量
がやや減少したが、豪雨前に収穫するなど
対策を講じた生産者もいたことから、大き
な減産には至らなかった。

米疾病予防管理センター（CDC）の発
表によると、アリゾナ州ユマ地域生産のロ
メインレタス（カット）より、腸管出血性
大腸菌（O-157）が検出された。これの
影響で、４月の第１、２週のアリゾナ州産
レタスの出荷量が激減し、代わりにカリ
フォルニア州産に切り替えられ、需要が高
まった。

４月19日時点でカリフォルニア州産結
球レタスの品質は平年並みとされており、
市況は安定している。一方、結球レタス以

外のレタスのうちロメインレタスは、先述
した腸管出血性大腸菌（O-157）の発生
の影響を受けて、供給量が減少しており、
価格は上昇傾向にある。また、リーフレタ
スは、おおむね品質も良好で供給も平年並
みである。

米国農務省全国農業統計局（USDA/
NASS）によると、カリフォルニア州にお
けるレタスの2017年の収穫面積は、結球
レタスが前年比1.2％減、リーフレタスは
同10.5％減となったが、ロメインレタス
は前年を7.0％上回る２万9016ヘクター
ルとなった。また、生産量は、春季の豪雨
による単収の減少により、結球レタスが
138万2429トン（前年比7.5％減）、リー
フレタスが40万3695トン（同18.6％減）
と減少したが、ロメインレタスは、収穫面
積の増加により、微増の97万5672トン

（同0.3％増）となった（表５）。

表４　東京都中央卸売市場の米国産ブロッコリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 ２月

入 荷 量 39 41 41 65 90 94 97 102 75 55 82 48 53
卸売価格 319 252 324 340 337 308 340 364 344 394 368 344 398

資料：東京都中央卸売市場

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
卸売価格

2018年２月の東京都中央卸売市場の米
国産ブロッコリーの入荷量は、前年同月比
35.9％増の53トンであった（表４）。また、

平均卸売価格は、同24.8％高の１キログ
ラム当たり398円であった。同月に同市
場で最も入荷量が多かった愛知県産（同
470円）と比較すると、卸売価格は同
15.3％安かった。
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（イ）　全米生産者価格
2018年２月の全米の結球レタスの生産

者価格は、減産により高値であった前年か
らの反動で前年同月比46.9％安の１キロ
グラム当たり0.60ドル（66円）と大きく
値を下げた（表６）。

インペリアル郡インペリアルバレーのロ

メインレタスの価格は、１～２月中旬まで
１カートン（24玉）当たり５～６ドル（１
キログラム当たり0.22 ～ 0.26ドル（24
円～29円））で推移したが、寒気と雨によ
る供給量の減少により、２月末には同14
～ 19ド ル（0.62 ～ 0.84ド ル（68円 ～
92円））と３倍程度まで上昇した。

（ウ）　日本向け輸出動向
2018年２月の日本向け輸出量は、結球

レタスが前年同月の3.6倍となる372ト
ン、結球レタス以外のレタスが同10倍の

51トンとなった（表７、８）。ブロッコリー
同様、国内の価格が高騰した影響で、米国
産 レ タ ス の 輸 入 量 は2017年11月 か ら
2018年１月まで増加傾向となったが、２

表５　カリフォルニア州のレタスの生産概況
（単位：ヘクタール、トン、トン /10a）

　
2015 年 2016 年 2017 年 前年比

（増減率）

結 球�
レ タ ス

作 付 面 積 35,208 34,398 33,994 ▲ 1.2%

収 穫 面 積 35,005 34,196 33,791 ▲ 1.2%

生 産 量 ー　 1,494,806 1,382,429 ▲ 7.5%

単 収 4.26 4.37 4.09 ▲ 6.4%

リ ー フ�
レ タ ス

作 付 面 積 19,020 20,153 18,211 ▲ 9.6%

収 穫 面 積 18,535 20,113 18,009 ▲ 10.5%

生 産 量 ー　 495,955 403,695 ▲ 18.6%

単 収 2.91 2.47 2.24 ▲ 9.3%

ロ メ イ ン
レ タ ス

作 付 面 積 25,900 27,478 29,178 6.2%

収 穫 面 積 25,698 27,114 29,016 7.0%

生 産 量 ー　 972,497 975,672 0.3%

単 収 3.36 3.59 3.36 ▲ 6.4%

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）「Vegetables�2017�Summary」（2018 年２月公表）
　注：2015 年の生産量については記載なし。

表６　全米の結球レタスの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月

生産者価格 1.13 1.09 1.82 0.58 0.50 0.56 0.54 0.70 0.93 0.51 0.67 0.57 0.60

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）
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月に入りやや落ち着きをみせている。結球
レタスの輸出単価は、昨年から１キログラ
ム当たり１ドル（110円）前後で推移し
ていたが、２月に入り同1.3ドル（143円）

に上昇した。一方、結球レタス以外につい
ては、年間を通じて値動きが激しく、同
2.33ドル（256円）と前月から2.2％上昇
した。

表７　米国産レタスの日本向け輸出動向
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月

輸出量 103 64 65 181 137 279 743 837 163 449 638 950 372
輸出額 111 85 67 178 159 291 710 865 146 531 699 1,047 483
単　価 1.08 1.34 1.03 0.98 1.16 1.04 0.96 1.03 0.90 1.18 1.10 1.10 1.30

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS�GATS�Database）

表８　米国産レタスの日本向け輸出動向（結球レタス以外）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 ２月

輸出量 5 75 60 32 1 - 29 12 2 564 441 187 51
輸出額 18 87 81 30 4 - 85 37 8 990 844 427 119
単　価 3.46 1.16 1.35 0.94 4.00 - 2.98 3.11 3.48 1.76 1.91 2.28 2.33

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS�GATS�Database）

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
卸売価格

東京都中央卸売市場では、米国産の結球
レタスおよび結球レタス以外のレタス（ロ
メインレタス、フリルレタスなど）は、
2018年2月の入荷はなかった。同月に同
市場で最も入荷量が多かった結球レタス以
外のレタスは香川県産で、前年同月比
2.9％増の43トン、卸売価格は同38.1％
高の1キログラム当たり206円であった。

ウ　セルリー
（ア）　作況

モントレー郡のサリナスでは３月中旬か
らセルリーの定植が始まり、６月からの収
穫開始の見通しである。

３月中旬にはベンチュラ郡などでセル
リーが生産され、生産量は多かったものの
需要が低迷しているため、価格は低位で推
移していた。また、４月19日時点で品質
は良好であった。

米国農務省全国農業統計局（USDA/
NASS）によると、カリフォルニア州にお
ける2017年のセルリー収穫面積は9510
ヘクタールと米国全体の約94％を占めた
が、メキシコ産の増加や需要の伸び悩みな
どにより、前年と比較して大幅（17.3％）
に減少した。一方、単収が前年と比較して
7.8 ％ 増 加 し た こ と に よ り、 生 産 量 は
10.8％減の66万6210トンと減少幅は小
さくなった（表９）。
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（イ）　生産者価格
2018年２月の全米の生鮮セルリーの生

産者価格は、前年同月比23.1％高の１キ

ログラム当たり0.42ドル（46円）であっ
た（表10）。

（ウ）　日本向け輸出動向
2018年２月の日本向け輸出量は、前年

同月比10.9％減の475トンとなった。ま

た、輸出額は同12.4％減の29万8000ド
ル（3278万円）となった（表11）。

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
卸売価格

2018年２月の東京都中央卸売市場の米
国産セルリーの入荷量は、前年同月比
7.4％減の25トンであった（表12）。また、

平均卸売価格は、同5.4％高の１キログラ
ム当たり215円であった。同月に同市場
で最も入荷量が多かった静岡県産（同296
円）と比較すると、卸売価格は27.4％安
かった。

表９　カリフォルニア州のセルリーの生産概況
（単位：ヘクタール、トン、トン/10a）

　 2015 年 2016 年 2017 年 対前年比�
（増減率）

作 付 面 積 10,684 11,655 9,591 ▲ 17.7%

収 穫 面 積 10,562 11,493 9,510 ▲ 17.3%

生 産 量 ー 747,153 666,210 ▲ 10.8%

単 収 6.95 6.50 7.01 7.8%

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）「Vegetables�2017�Summary」（2018年２月公表）
　注：2015年の生産量については記載なし。

表11　米国産セルリーの日本向け輸出動向
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月

輸出量 534 797 554 480 526 486 607 371 465 540 492 433 475
輸出額 340 439 371 469 517 325 397 236 288 338 300 282 298
単　価 0.64 0.55 0.67 0.98 0.98 0.67 0.65 0.64 0.62 0.63 0.61 0.65 0.63

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS�GATS�Database）

表10　全米の生鮮セルリーの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月

生産者価格 0.34 0.54 0.87 1.76 0.93 0.61 0.39 0.38 0.42 0.65 0.52 0.46 0.42

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）
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（２）��トピックス　　　　　　　　　　　　
～アマゾンによるホールフーズ買収の
　米国野菜生産者への影響～

2017年６月に米国のAmazon.com（以
下「アマゾン」という）が、オーガニック
を中心とした高級スーパーであるWhole 
Foods Market（以下「ホールフーズ」と
いう）を買収した。それから約１年が経
過したが、どのような動きがあったのだ
ろうか。野菜流通の視点から振り返って
みたい。

近年のアマゾンは、世界最大のスーパー
マーケットであるWalmart（以下「ウォ
ルマート」という）と競争している。ウォ
ルマートが2016年に通信販売大手のJet.
com（ジェットコム）を買収した翌年に、
アマゾンはホールフーズを買収した。この
とき、低価格に特徴を持つアマゾンが、低
価格スーパーではなく高級スーパーである
ホールフーズを買収したことで、ホール
フーズの顧客データの収集を狙っている、
あるいは、ホールフーズの店舗を食品の宅
配拠点とするのでは、といった憶測を呼ん
だ。

事実、アマゾンは現在、ホールフーズを
宅配拠点として活用している。ホールフー
ズ買収後、アマゾンが提供する受注後2時
間での商品配達サービス「Prime Now（プ

ライム・ナウ）」にホールフーズの商品が
加わり、アマゾンの倉庫からではなくホー
ルフーズの店舗から配送が行われている。
遠方のスーパーまで車で買い物に行く手間
を省けるこのサービスは、米国の消費者に
とって大きなメリットを提供するものであ
る。生鮮食品をホールフーズに納入する生
産者にとっても、実店舗だけでなくイン
ターネットに販路が拡大されたことで、販
売量の増大につながる可能性がある。

一方、各地のホールフーズの店舗とロー
カル・レベルで取引関係を築いてきた地元
生産者や零細企業にとっては、“アマゾン
流” の経営改善は厳しい状況をもたら
し て いる。ホールフーズは、以前から

「Commitment to Local（地域への約 
束）」を謳うとともに、環境や持続可能性
に配慮し、地元生産者からの青果の仕入を
積極的に行ってきた。青果の24％（販売
額ベース）を地元の契約農家から仕入れ、
地元商品には「LOCAL」の表示を付け、
地元で生産されたことを消費者に明確に伝
えることによって、他産地のものとの差別
化を図るなどの工夫が多く見られた。加え
て、自社基準を満たす商品を製造してもら
うために、生産者に対する低利融資も実施
していた。

しかし、アマゾンによる買収以降、ホー
ルフーズでは経営合理化が進められてい

表12　東京都中央卸売市場の米国産セルリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

入 荷 量 27 33 32 24 9 23 24 26 24 25 34 26 25
卸売価格 204 204 213 242 398 245 231 225 210 220 226 216 215

資料：東京都中央卸売市場
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る。その結果、テキサス州のホールフーズ
本社での商品採択が増え、商品調達係が店
舗ごとに地元生産者や零細企業と契約する
機会が減少している。関連部門の人員削減
や、品ぞろえの絞り込みも実施されている。
納入業者が陳列棚を確保するために、指定
されたブローカーへ手数料を支払う仕組み
も本年より導入され、地元生産者や零細企
業にとっては取引継続のハードルが高まっ
た。ホールフーズの集客上、高い障壁となっ
ていた「価格」面については、アマゾンに
よる買収成立の翌日から一部の生鮮食品で
値下げを行い、オーガニックでない商品も
導入するなど、品ぞろえや価格戦略が変更
されている。

アマゾンはホールフーズを個店経営型か
ら中央集中型へ移行させることで経営改善
を図っている。これまで、ホールフーズと
取引を行ってきた地元生産者や零細企業に
とっては厳しい状況であるが、米国の食品
流 通 業 界 の 団 体Food Marketing 
Institute（FMI）の調べによると、米国消

費者の「Local」な産品・商品への志向性
は強まっている。ホールフーズ以外の小売
業者やメーカーも、「Local」志向に対応
してさまざまな取り組みを行っており、ア
マゾンによるホールフーズの経営改善は、
このような市場トレンドに逆行している。

このような状況にあって、地元生産者や
零細企業が取り得る選択肢は、大別して二
つあると考えられる。一つは、地元生産者
や零細企業が結集して、ホールフーズなど
の大手流通業者に対する取引交渉力をつけ
ることである。もう一つは、ホールフーズ
以外で、地元生産者や零細企業との取引を
重視するローカル・スーパーと取引関係を
強化することである。いずれの方向を選択
するかにより、米国の野菜生産者が今後採
るべき経営戦略や、関係を強化すべき取引
先が変わってくる。アマゾンによるホール
フーズの買収は、このように米国の野菜生
産者の動向や生鮮流通に影響を与えてお
り、今後の動向が引き続き注目される。

写真１　ホールフーズの外観 写真２　ホールフーズの店頭


